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１回も跳べなかった大縄跳びも、数回から数十回跳べるようになってきたクラスも 

出てきましたね。 

 気温も高くなり、空気も乾燥しています。たくさんの水分を持ってきてください。 

足がつったり、足首や膝などの関節を痛めたりしないように、毎日、体の裏側（背中や太

ももやふくらはぎの裏側）を伸ばすストレッチをしましょう。 

２週間後の体育祭、そのあとに続く沖縄体験学習や修学旅行に備えて、生活リズムを

崩さないよう体調管理をしていきましょう。 

  

 

 

 

令和５年５月９日 

上野中学校 ほけんだより №３ 

＜おうちの方へ＞ 

GW も終わり、4 月の緊張も解けて体も気持ちも疲れが出てくる時

期です。親としては「がんばらせたい。休んだら後で困るのではない

か」と心配になると思いますが、よくお子さんの話を聴き、様子を見て

「休むかどうか」の選択をしてほしいと思います。お子さんの様子が心

配な時は、早めに学校にご相談ください。 



  

 

 

ニュースなどで報道されているように、新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月８日付けで、感染症の予防及

び感染症の患者に対する医療に関する法律上の５類感染症に移行します。これまで３年余りに及んだ感染症対策

に一つの節目を迎えます。以下に、変更となったことをまとめたのでしっかり読んでください。 

この間、さまざまな制約の中で、工夫をしながら感染症の予防に努めてきました。しかし、ウイルス等による感染症

がなくなったわけではありません。学校での集団感染を防ぐためには、一人一人の基本的な感染予防が基本です。 

  生活リズムをくずさないこと、手洗いを丁寧に行うことを、今後も引き続き行っていきましょう。心配なことや分から

ないことがあったら、いつでも聞きに来てください。 
 

（１）登校前、体温を測り自分の健康状態を確かめます。 

     ・学校で 1日過ごすことができる体調なのか考えて登校します。 

・体調が悪いまま登校した場合は、保健委員もしくは担任の先生に申し出ましょう。 
 

（２）発熱（37.5度以上）やのどの痛み、咳等の普段と違う症状がある場合は、家で休養します。 

     ・決して無理をせず、7時 45分から 8時 15分までの間に学校に連絡し、学校を休みましょう。 

・登校後、上記の症状がみられた場合は、保護者に連絡し早退することになります。 

・病院を受診し、「コロナ感染症」もしくは「インフルエンザ」などと診断された場合は、「出席停止」とな 

ります。 
 

（３）毎日、ハンカチ、ティッシュ、マスクを持ち歩きます。 

     ・常時、マスクをつける必要はありません。 

・発熱やのどの痛み、咳が出るなど症状のある場合は、なるべくマスクをつけます。 
 

（４）授業中、気を付けること（換気と近距離の大声での会話） 

     ・教室の廊下側の天窓と南側前方の窓は常時開放します。（対角線に窓を開放する） 

          ・近距離での会話や発声をする場合は、飛沫を飛ばさないように気を付けます。 
 

（５）給食時に気を付けること（近距離の大声での会話） 

      ・給食当番はマスクを必ず着用します。 

・配膳時や会食時は、大声での会話を慎みましょう。 
 

（６）部活動時に気を付けること（換気、手洗い） 

・体育館や教室など屋内で活動する場合は、その場所の窓を広く開け、こまめな換気をします。 

・活動の後は、手洗いをしましょう。 
 

（７）環境面 

     ・教室の出入り口、蛇口、トイレのドアノブ等、多数の生徒が触る箇所は、清掃時に拭き掃除をします。 
 

（８）コロナウイルス感染症と診断された場合 

  ・当該生徒は出席停止です。出席停止期間の基準は、発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した

後１日を経過するまで」です。無症状の場合は、検体を採取した日から５日を経過するまでです。 

    ・出席停止解除後、発症から 10日を経過するまでは、マスクをつけるようにします。 

    ・「濃厚接触者」の特定は行われないので、感染が確認されなければ出席停止とはなりません。 


